
般
老
連

・
高
齢
者
学
級

新
会
長
に
大
原
さ
ん

会

式

総

麟

餡

平

成
二
十
三
年
度
の
般
老
連
上
員

齢
者
学
級
の
総
会
が
四
月

十
二
日
、
般
若
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
新
会
長
に
福
山
の
大
原

茂
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
約

二
十
九
万
円

の
予
算
や
決
算

・
役
員
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
時

に
開
催
さ
れ
た
高
齢
者
学
級
開
講
式

で
は
村
岡
市

議
会
議
員

の

「市
政
学
習
会
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
主
な
役
員
は
次

の
通
り

で
す
。

会
長
　
　
　
大
原
　
　
茂

副
会
長
　
　
八
日
　
　
嵩
　
　
　
　
一員
橋
　
美
穂
子

幹
事
　
　
　
松
本
東
洋
治

高
齢
者
学
級
長
　
八
田
　
　
嵩
　
　
副
学
級
長
　
牧
野
伊
佐
男

同
　
事
務
担
当
　
川
合
　
俊
夫

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

安
川
親
寿
会
　
森
田
　
茂
之
　
頼
成
光
寿
会
　
　
八
田
　
嵩

徳
万
徳
寿
会
　
牧
野
伊
佐
男
　
福
山
福
寿
会
　
　
大
原
　
茂

三
徳
長
寿
会
　
川
合
　
俊
夫

砺
波
市
老
人
ク
連
合
会
総
会

市
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

第
七
回
の
市
老
連
総
会
が
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十

“
■
響
ン
ド
一

三
日
砺
波
市
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
活
動

「と
な
み

・
そ
く
さ
い

安
全
２
１
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
二
十
団
体
が
優
良
賞
、
努
力
賞
）
、
活
動
賞
な
ど

を
受
賞
、
般
老
連
は
努
力
賞
を
受
け
ま
し
た
。

上
田
市
長
、
井
上
市
議
会
議
長
、
砺
波
警
察
署
長
ら

三
氏
の
祝
辞
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
新
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
三
大
事
業
を
柱
に

据
え
、
世
代
間
交
流
や
花
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
活
動
を

行
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
後
、
北
日
本
新
聞
社
の
論
説
委
員
長
稲
垣
雅
則

氏
の

「論
説
の
仕
事
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
主
な
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
　
　
柴
田
豊
明
　
鷹
栖

副
会
長
　
河
合
康
守
　
出
町
　
　
　
今
堀
　
顕
　
油
田

松
田
吉
孝
　
青
島
　
　
　
舘
　
栄
子
　
出
町

般
若
自
治
振
興
会
総
会
開
く

般
若
自
治
振
興
会

の
総
会
が
四
月
四
日
、
般
若
農
村

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
総
額

三
百
七
十
万
円
余

り
の
新
年
度
予
算
と
、
防
災
活
動
の
充
実
を
柱
と
す
る

事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
主
な

役
職
員
は
次

の
通
り
で
す
。

振
興
会
会
長
　
一不
景
　
　
昭

自
治
会
委
員
長

安
川
　
　
浅
井
　
義
春
　
　
頼
　
成
　
林
　
　
建
二

徳
万
　
　
八
田
　
長
市
　
　
一一一合
新
　
北
井
　
栄

一

福
山
　
　
林
　
　
秀
作

公
民
館
長
　
小
森
　
兼
重
　
　
　
土
改
理
事
　
林
　
　
　
紘

体
育
振
興
会
会
長
　
大
田
喜
吉
　
消
防
分
団
長
　
林
　
義
勝

婦
人
会
長
　
熊
木
　
明
美
　
　
商
工
業
会
長
　
林
　
　
隆
明

農
業
委
員
　
浅
井
　
保
夫
　
　
　
事
務
局
長
　
八
田
　
　
嵩

六
十
五
歳
以
上
の
約

】
割
が
認
知
振

般
若
福
祉
協
議
会
総
会
開
く

地
区
の
福
祉
を
支
え
る
般
若
福
祉
協
議
会
の
総
会
が
、
四

月
二
十
日
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
約
七

十
五
万
円
の
予
算
と

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
え
る
活
動

を
柱
と
す
る
事
業
計
画
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
事
終
了

後
、
砺
波
市
福
祉
市
民
部
長
齋
藤

一
夫
さ
ん

（頼
こ

の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
東
北
大
震
災
に
対
す
る
市
と
し
て
の
支
援

活
動
の
様
子
や
、
市
の
福
祉
行
政
の
現
状
に
つ
い
て
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
砺
波
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
住
民

の
約

一
割
が
認
知
症
で
あ
る
と
の
お
話
に
は
、
皆
さ
ん

一
様

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

二
十
三
年
度
般
若
福
祉
協
議
会
役
員
（光
寿
会
関
係
分
の
み
）

顧
問
　
林
茂
之
（前
振
興
会
長
）

理
事
　
林
建
二
⌒頼
成
委
員
長
）

八
田
嵩
（光
寿
会
会
長
）

委
員

林
邦
子
（光
寿
会
副
会
長
）
武
部
琉
子
（ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
林
綾
乃
⌒日
赤
奉
仕
団
）
林
博
（ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
）

齋
藤
太
佐
雄
（板
東
福
祉
推
進
員
）
林
正
子
（北
明
同
〉
武
部
啓
子

⌒正
覚
同
）
武
部
由
美
子
（川
原
同
）

5蠅 露5爾 《宗》9意 09職斃
轟 ‐‐ ス
頼成～獅子吼パーク(見学)～ 辰口温泉たがわ龍
泉閣(昼食・入浴・休憩)～金沢港いきいき魚市
(見学・ショッピング)～頼成

会  費   男6.500円  女6.000円

お目当ては 田 ん ぼ の 湯  田んぼの真ん中か
ら湧き出た源泉。石けん・シャンプー・タオル完

備。湯あみを着ての混浴です。

金沢港いきいき魚市
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満
開
の
機
楽
し
む

浮
世
亭
お
花
見
昼
食
会

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
恒
例
の
お
花

見
昼
食
会
が
四
月
十
九
日
、
や

ま
ぶ
き
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
朝
か
ら
ぐ
ず

つ
い
た

天
気
で
し
た
が
、
や
ま
ぶ
き
荘

に
向
か
う
前
後
か
ら
陽
が
差
し

始
め
、
お
り
か
ら
満
開
の
桜
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

こ
と
に
水
記
念
館
先
の
道
ば
た
の
し
だ
れ
桜
は
今
が

一
番
の
見
頃
で
し
た
。
午
前
中
は
自
由
時
間
で
入
浴
や

漢
字
パ
ズ
ル
、
ス
カ
ツ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
過
ご
し
ま
し

た
。
昼
食
は
１
２
０
０
円

が 員 全 後 食車
座
に
座
っ
て
、
参
加
者
の

数
に
あ
わ
せ
て
四
十
八
文
字
か
ら
な
る
い
ろ
は
歌
に
ち

な
ん
だ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

入
館
時
す
ぐ
前
で
交
通
事
故
を

目
撃
し
ま
し
た
。
や
ま
ぶ
き
荘
出

入
り
日
が
、
や
や
の
ば
り
坂
の
ゆ

る
く
カ
ー
ブ
し
た
道
路
と
交
差
し

て
い
て
事
故
の
起
こ
り
や
す
い
と

こ
ろ
な
の
で
、
車
で
利
用
す
る
際

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

°
食 定 松 の

|ヽ か る ぎ

鶴 太

ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
長
寿
の
世
界
記
録
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ

ャ
ン
ヌ

・
カ
ル
マ
ン
と
い
う
女
性
で
、
百
二
十
二
歳
と
百
六
十

四
日
生
き
、
平
成
二
年
八
月
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
百

歳
ま
で
自
転
車
に
乗
り
百
十
七
歳
ま
で
煙
草
を
愛
飲
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
当
会
会
員
で
今
八

十
歳
の
方
で
も
百
二
十
ま
で
ま
だ

四
十
年
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
四

十
年
も
生
き
て
い
た
ら
、
関
東
東

南
海
大
地
震
や
富
士
山
の
噴
火
に

遭
遇
し
た
り
、
も
し
か
し
た
ら
老

人
会
の

一
泊
旅
行
で

「お
月
様
観

光
」
に
出
か
け
る
か
も
。
生
き
て

い
た
い
よ
う
な
そ
う
で
も
な
い
よ

う
な
。

次回は5月 18圏 (水曜日)
今年は法然上人没後八百年、親鸞聖人没後七百
五十年ということで、大々的な遠忌法要が営まれ
ています。ところで 浄土真宗を開いた親鸞聖人
を念仏の道に導いた法然上人とはどんな人だつた
のでしょうか。
「法然さんってどんな人?」 長さ5841元 にも及
ぶ法然上人絵伝の一部や上人ゆかりの土地、寺院
などをスライ ドで紹
介 しなが ら、上人の

生い立ちから死まで

の生涯をたどりま

す。 ¬0時から。

法然上人入滅の場面

西向き北枕で横たわる死の

作法を初めて示された

〈
誓

員

の

慶

弔

弔
　
事

瀬
成
　
瑛
子
　
様

四
月
四
日
　
死
去

享
年
七
十
六
歳

　

（数
え
年
）

八
田
　
芳
子
　
様

四
月
十
三
日
　
死
去

享
年
九
十
二
歳
　
（数
え
Ｅ

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

ξ

〓

嘱確宅確総1亀、竃、亀。
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頼 成 光 寿 会

5J電 子号 轟 予 ―
~

★ 4/30日 定例役員会
★ 8日 般老連改善センター奉仕日
± 25日 光寿会目帰り旅行
26日 市老連囲碁大会


